
※おかげさまをもちまして、本シンポジウムは盛会のうちに終了致しました。御参加
御協力戴いたみなさま、ありがとうございました。

「第１２回福祉技術シンポジウム」(終了)

当分科会は、福祉機器に興味を持つ地域公設試などの公的機関を中心に、臨床現場・
患者・ユーザ・企業・ボランティアなど様々な領域、立場の方々の御参加を得て、福祉
技術の実用化・技術力の向上を目的とした情報の共有と研究連携を行っております。本
シンポジウムはこれら多様な領域の方々の情報交換と交流の場として、例年開催してい
るものです。

なおシンポジウムと同時期には近隣の東京ビッグサイトにて国際福祉機器展(9/29～
10/1)が開催されており、当分科会も出展致します。

たくさんの方の御参加をお待ちしています。

主催：
産業技術連携推進会議　医療福祉技術分科会／(独)産業技術総合研究所

開催日時：
２０１０年９月３０日（木）　10:30～17:00（交流会：17:30～19:30）

開催場所：
産業技術総合研究所　臨海副都心センター 別館11階 11205～11208　（東京都江
東区青海、新交通ゆりかもめ「テレコムセンター」駅前）

入館に関する御注意

参加費：
講演会：無料　　交流会：4,000円

参加申し込み：
参加者氏名、所属、住所、連絡先、交流会参加の有無を下記にご連絡下さい。シン
ポジウムは当日の申込も可能です。

問合せ先：

 〒305-8566　茨城県つくば市東1-1　産総研つくば中央第６

 （独）産業技術総合研究所　人間福祉医工学研究部門　高橋昭彦 

Tel：　　Fax：

 Email: 

プログラム：

10:30～10:40 開会式

10:40～10:50 医療福祉技術分科会活動報告

10:50～11:30 一般講演１（２件）

11:30～11:40 休憩



11:40～12:10 特別講演１「中小企業庁の技術開発支援制度について」

12:10～13:30 昼食休憩

13:30～14:30 特別講演２「福祉機器開発研究の最前線」

14:30～14:40 休憩

14:40～15:40 一般講演２（３件）

15:40～16:00 コーヒーブレイク

16:00～17:00 一般講演３（３件）

17:00 閉会

17:30～19:30 交流会（タイム２４　１１階　レストラン　シーガル）

特別講演１(11:40～12:10)

「中小企業庁の技術開発支援制度について」

中小企業庁　経営支援部　創業・技術課長　佐藤 文一氏

特別講演２(13:30～14:30)

「福祉機器開発研究の最前線」

国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発部長　井上剛伸氏

シンポジウム　プログラム概要

（特別講演１）
「中小企業庁の技術開発支援制度について」

佐藤 文一（中小企業庁　経営支援部 創業・技術課）
（特別講演２）

「福祉機器開発研究の最前線」
井上 剛伸（国立障害者リハビリテーションセンター研究所）

（一般講演）
1. 「視覚障害者と音環境」　関 喜一（産業技術総合研究所）
2. 「葬儀用和紙製義肢の開発」　半田 隆志（埼玉県産業技術総合センター）
3. 「上肢に障害のある人の生活を支援するロボットアーム RAPUDA の実用化

に向けた取組み」　尹 祐根（産業技術総合研究所）
4. 「センサ機器群による課題解決のための保育施設における活動へ向けて」

森川 善富（産業技術総合研究所）
5. 「障害者が自立して住みやすい住環境モデル」　谷川 民生（産業技術総合

研究所）
6. 「アテトーゼ型脳性麻痺を対象とした描画支援システムの開発」　宮川 成

門（岐阜県生活技術研究所）
7. 「耐除細動試験装置の信頼性と規格適合性の検証」　岡野 宏，西澤 裕輔

（東京都立産業技術研究センター）
8. 「高齢者・子供向け「自立補助具・リハビリ用具」の開発」　多々良 哲也

（静岡県工業技術研究所）

国際福祉機器展展示(2010.9/29～10/1)

シンポジウム開催日は新交通ゆりかもめで２駅先の東京ビッグサイトにて2010国際福
祉機器展を開催中です．当分科会も出展しておりますので，こちらも是非お越し下さ



い．ブースの場所は「東５ホール，5-08-05」になります。

1. 木製玩具 「ゆらゆら積み木」、「つむくむ」
2. 葬儀用和紙製義肢
3. 車椅子用褥瘡予防クッション
4. 自立支援補助具「Ｑシリーズ」
5. 障害者が自立して住みやすい住環境モデル

ポスター

連絡先は過去の物です




